
渡邊喜惠子生誕１００周年 成田為三生誕１２０周年

立
音
楽
学
校
の
教
授
な
ど
も
務
め
な
が
ら

数
々
の
名
曲
を
生
み
出
し
ま
し
た
が
、
昭

和
20
年
４
月
に
空
襲
で
自
宅
が
焼
失
し
、

多
く
の
作
品
を
失
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

同
年
10
月
29
日
、
51
歳
で
脳
溢
血
に
よ
り

急
逝
し
、
遺
骨
が
米
内
沢
の
龍
淵
寺
に
埋

葬
さ
れ
ま
し
た
。

　
成
田
為
三
が
こ
れ
ま
で
に
生
み
出
し
た

名
曲
の
数
々
は
現
在
も
歌
い
継
が
れ
て
お

り
、
音
楽
理
論
に
長
け
た
本
格
的
な
作
曲

家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
浜
辺
の
歌
音
楽
館
は
、
昭
和
63
年
８
月

10
日
に
開
館
し
ま
し
た
。
１
階
に
は
リ
ス

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
が
３
室
あ
り
、
音
楽
や
解

説
を
じ
っ
く
り
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
階
に
は
、
成
田
為
三
そ
っ
く
り
の
ロ

ボ
ッ
ト
と
ピ
ア
ノ
が
あ
り
、「
浜
辺
の
歌
」

「
か
な
り
や
」
な
ど
の
曲
が
自
動
演
奏
さ

れ
ま
す
。
同
時
に
後
方
の
ス
ラ
イ
ド
で
は
、

成
田
為
三
に
関
す
る
映
像
が
写
し
出
さ
れ
、

人
生
や
業
績
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

開
館
時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

休
館
日　
月
曜
日
（
第
３
日
曜
日
の
次
の

月
曜
日
を
除
く
）、
第
３
日
曜
日
、
12
月

29
日
〜
１
月
３
日

入
館
料　
小
・
中
学
生
２
６
０
円
、
高
校

生
３
１
０
円
、
大
学
・
一
般
５
２
０
円

　
　
浜
辺
の
歌
音
楽
館　
☎
72‐

３
０
１
４

　
今
年
は
、
成
田
為
三
の
生
誕
１
２
０
周

年
と
浜
辺
の
歌
音
楽
館
の
開
館
25
周
年
に

あ
た
る
こ
と
か
ら
「
第
８
回
浜
辺
の
歌
音

楽
祭
」
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
に

よ
る
成
田
為
三
の
作
品
を
中
心
と
し
た
合

唱
曲
が
披
露
さ
れ
る
ほ
か
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
特
集
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
生
涯
と
作
品
を

紹
介
し
ま
す
。ま
た
、今
後
行
わ
れ
る「
第

87
回
定
期
演
奏
会
」
に
お
い
て
も
記
念
演

奏
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
第
８
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭

期
日　
11
月
２
日
（
土
）

時
間　
開
演
10
時
（
開
場
９
時
30
分
）

場
所　
市
文
化
会
館　
入
場
料　
無
料

　
　
生
涯
学
習
課　
☎
62‐

６
６
１
８　

成
田
為
三
の
生
涯

　　
明
治
26
年
12
月
15
日
に
旧
米
内
沢
村
で

生
ま
れ
た
成
田
為
三
は
、
20
歳
ま
で
小
学

校
の
教
員
と
し
て
秋
田
で
過
ご
し
、
そ
の

後
上
京
。
東
京
音
楽
学
校
（
現
在
の
東
京

藝
術
大
学
）
へ
入
学
し
ま
し
た
。

　
童
謡
「
赤
と
ん
ぼ
」
な
ど
の
数
々
の
作

品
を
生
み
だ
し
た
作
曲
家
・
山
田
耕
筰
に

教
え
を
受
け
、
在
学
中
の
大
正
４
、
５
年

頃
に
代
表
作
「
浜
辺
の
歌
」
を
作
曲
。
ま

た
大
正
８
年
に
は
、児
童
雑
誌「
赤
い
鳥
」

に
掲
載
さ
れ
た
「
か
な
り
や
」
の
詩
を
作

曲
し
た
こ
と
で
作
曲
家
と
し
て
一
躍
有
名

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
27
歳
の
と
き

に
ド
イ
ツ
へ
留
学
し
、
そ
こ
で
学
ん
だ
作

曲
技
術
を
も
と
に
数
々
の
輪
唱
曲
や
合
唱

曲
を
作
曲
し
ま
し
た
。

　
帰
国
後
は
、
鈴
木
文
子
と
結
婚
し
、
国

浜
辺
の
歌
音
楽
館

集
を
手
伝
い
な
が
ら
創
作
活
動
を
続
け
、

昭
和
24
年
に
商
業
写
真
家
の
木
下
利
秀
と

再
婚
。
こ
の
頃
に
は
紙
も
出
回
り
始
め
て

出
版
事
情
も
良
く
な
り
、
い
く
つ
も
の
同

人
誌
に
小
説
を
発
表
し
、
同
34
年
の
45
歳

の
と
き
に
小
説
「
馬
渕
川
」
を
刊
行
。
秋

田
県
で
は
初
め
て
の
直
木
賞
受
賞
者
と
し

て
、
当
時
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
数
々
の
作
品
が
映
画
化
や
ド

ラ
マ
化
さ
れ
ま
し
た
が
、
小
説
「
み
ち
の

く
子
供
風
土
記
」
の
映
画
化
の
際
に
は
、

鷹
巣
と
合
川
で
撮
影
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、

企
画
会
社
の
資
金
繰
り
悪
化
の
た
め
、
発

表
さ
れ
ず
、
ま
ぼ
ろ
し
の
映
画
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
新
人
作
家
の
登
竜
門
「
さ

き
が
け
文
学
賞
」
創
設
の
た
め
に
寄
付
を

す
る
な
ど
、
今
日
の
文
学
者
の
育
成
に
も

尽
力
し
ま
し
た
が
、
平
成
９
年
８
月
８
日
、

83
歳
で
そ
の
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。

　
み
ち
の
く
子
供
風
土
記
館
は
、
渡
邊
喜

惠
子
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
を
基
金
に
当

時
の
鷹
巣
町
が
建
設
し
、
平
成
元
年
11
月

１
日
に
開
館
し
ま
し
た
。

　
建
設
場
所
は
、鷹
巣
が
舞
台
の
小
説「
み

ち
の
く
子
供
風
土
記
」
に
登
場
す
る
「
要

の
原
っ
ぱ（
現
市
文
化
会
館
敷
地
）」で
、

建
物
も
土
間
や
ケ
ヤ
キ
の
大
黒
柱
、
い
ろ

り
な
ど
、
小
説
の
時
代
背
景
で
あ
る
大
正

末
期
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
玄
関
口
に
は
親
交
の
あ
っ
た
陶

芸
家
・
神
成
澪
が
制
作
し
た
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
と
陶
壁
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

使
用
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
30
分

休
館
日　
水
曜
日
、
12
月
29
日
〜
１
月
３
日

使
用
料　
使
用
状
況
に
よ
り
異
な
る
た

め
、
問
い
合
せ
く
だ
さ
い　
　

　
　
文
化
会
館　
☎
62‐

３
３
１
１

　　
今
年
は
、
渡
邊
喜
惠
子
の
生
誕
１
０
０

周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
、

出
版
物
や
写
真
な
ど
の
展
示
、
特
別
講
演

会
が
行
わ
れ
ま
す
。

■
渡
邊
喜
惠
子
生
誕
１
０
０
周
年
記
念
展

展
示
期
間　
11
月
１
日
〜
平
成
26
年
３
月
23
日

展
示
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

展
示
場
所　
文
化
会
館　
入
場
料　
無
料

休
室
日　
水
曜
日
、
12
月
29
日
〜
１
月
３
日

　
　
生
涯
学
習
課　
☎
62‐

６
６
１
８

■
劇
団
文
化
座
俳
優
「
阿
部
勉
」
特
別
講
演
会

日
時　
11
月
９
日
（
土
）
午
後
２
時
か
ら

場
所　
み
ち
の
く
子
供
風
土
記
館

講
師　
阿
部　
勉
（
劇
団
文
化
座
俳
優
）

演
題　
直
木
賞
作
家
渡
邊
喜
惠
子
氏
に
つ
い
て

入
場
料　
無
料
（
先
着
80
人
）※
11
月
１

日
（
金
）
午
前
９
時
か
ら
、
市
文
化
会
館

事
務
室
で
整
理
券
を
配
布
し
ま
す

　
　
文
化
会
館　
☎
62‐

３
３
１
１

　　
大
正
２
年
11
月
６
日
に
仙
北
郡
檜
木
内

村
（
現
在
の
仙
北
市
）
で
生
ま
れ
た
渡
邊

喜
惠
子
は
、
木
材
商
で
あ
っ
た
父
の
仕
事

の
関
係
で
、
３
歳
の
と
き
に
木
材
の
集
積

地
で
あ
っ
た
鷹
巣
に
転
居
し
ま
し
た
。
鷹

巣
尋
常
小
学
校
卒
業
後
、
旧
制
県
立
能
代

高
等
女
学
校（
の
ち
の
能
代
北
高
等
学
校
）

に
入
学
。
文
学
に
関
心
を
持
っ
た
の
が
こ

の
頃
で
、
翻
訳
小
説
や
長
編
小
説
を
読
み

あ
さ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
昭
和
６
年
に
女
学
校
を
卒
業
す
る
と
、

花
嫁
修
業
の
た
め
上
京
。
同
10
年
に
は
画

学
生
だ
っ
た
渡
邊
茂
と
結
婚
し
ま
す
が
、

４
年
後
に
夫
を
病
気
で
失
い
ま
す
。

　
こ
の
と
き
に
亡
き
夫
へ
の
思
い
な
ど
を

原
稿
用
紙
に
綴
っ
た
も
の
が
、
処
女
作
の

短
編
集
「
い
の
ち
の
あ
と
さ
き
」
と
し
て

昭
和
17
年
に
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
同
19
年

に
は
、
空
襲
の
激
し
く
な
っ
た
東
京
か
ら
、

母
親
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
岩
手
県
福
岡
町

（
現
在
の
二
戸
市
）
に
疎
開
し
、
の
ち
に

直
木
賞
を
受
賞
す
る
小
説
「
馬
渕
川
」
の

執
筆
に
取
り
掛
か
り
ま
す
。　

　
終
戦
後
は
再
び
上
京
し
、
同
人
誌
の
編

渡
邊
喜
惠
子
の
生
涯

成
田
為
三

　
生
誕
１
２
０
周
年

特
集

渡
邊
喜
惠
子

　
生
誕
１
０
０
周
年

　
北
秋
田
市
の
広
大
な
土
地
に
は
、
美
し
い
自
然

や
風
土
、
素
晴
ら
し
い
歴
史
や
文
化
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。
こ
の
環
境
の
中
で
育
ま
れ
た
先
人
た
ち

が
世
に
残
し
た
輝
か
し
い
業
績
を
後
世
に
残
し
、

受
け
継
い
で
い
く
た
め
、
今
年
節
目
の
年
を
迎
え

た
先
人
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

〜
郷
土
が
生
ん
だ
日
本
を
代
表
す
る
作
曲
家

成
田
為
三

〜
故
郷
を
思
い
続
け
た
直
木
賞
作
家

渡
邊
喜
惠
子

み
ち
の
く
子
供
風
土
記
館

歌
い
つ
が
れ
る
メ
ロ
デ
ィ

　
浜
辺
の
歌
音
楽
祭

問

問問

問問

歌
い
継
が
れ
る
メ
ロ
デ
ィ

　
浜
辺
の
歌
音
楽
祭

当
時
の
作
品
を
読
み

　
人
と
時
代
を
知
る

▲昭和 63年に開館した「浜辺の歌音楽館」には、
　多くの音楽ファンが訪れています

▲浜辺の歌音楽館には成田為三の直筆の楽譜や
　思い出の品が展示されています

▲渡邊喜惠子の著書は、刊行から時
　間が経ちほとんどが絶版となって
　おり、図書館などでしか読むこと
　ができなくなりました

▲直木賞受賞作「馬渕川」

▲子どもたちに昔の遊びや生活を伝える場
　として建設された「みちのく子供風土記館」

ま
べ
ち
が
わ
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